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～
会
員
数
四
万
人
を
越
え
る
会
に
～

昨
年
十
月
十
八
日
の
総
会
に
お
い

て
、
北
星
学
園
大
学
短
期
大
学
部
同

窓
会
と
の
統
合
が
承
認
さ
れ
、
こ
の

四
月
一
日
か
ら
は
、
北
星
学
園
大
学

同
窓
会
は
、
北
星
学
園
女
子
短
期
大

学
並
び
に
北
星
学
園
大
学
短
期
大
学

部
の
同
窓
生
の
方
々
と
共
に
、「
北
星

学
園
大
学
同
窓
会
」
と
し
て
歩
ん
で

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
諸
活
動

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
実
施
の
と
お

り
、
大
学
・
短
大
部
に
向
け
て
の
各

種
支
援
活
動
、
寄
贈
図
書
事
業
、
同

窓
会
奨
励
生
制
度
、
同
窓
会
員
の
皆

様
に
向
け
て
は
、
年
二
回
の
大
谷
地

だ
よ
り
の
発
行
、
会
員
相
互
の
親
睦

事
業
と
し
て
、
総
会
・
懇
親
会
の
開

催
等
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
変
わ
る

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
統
合
を
機
に
、
大
学
・
短
大

同
窓
生
の
方
々
の
交
流
が
ま
す
ま
す

広
が
り
、
同
窓
会
と
し
て
一
層
、
大

学
を
支
援
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

（
事
務
局
）

共
に
手
を
携
え
て

北
星
学
園
の
発
展

を
目
指
す

短
期
大
学
部
同
窓
会
と
大
学
同
窓

会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
会
決
定
に
基

づ
き
今
年
四
月
一
日
付
け
で
統
合

し
、
会
員
数
四
万
余
人
を
有
す
る
北

星
学
園
大
学
同
窓
会
と
し
て
、
新
た

な
歩
み
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ご

承
知
の
と
お
り
短
期
大
学
部
同

窓
会
は
永
い
歴
史
と
優
れ
た
伝
統
を

有
し
て
お
り
、
北
星
学
園
の
中
で
は

大
学
同
窓
会
の
先
輩
に
あ
た
る
同
窓

会
で
す
。
こ
の
よ
う
な
短
期
大
学
部

同
窓
会
と
今
後
の
歩
み
を
共
に
で
き

る
こ
と
は
、
大
学
同
窓
会
に
と
っ
て

大
変
な
光
栄
で
あ
り
大
学
同
窓
会
を

代
表
し
て
歓
迎
の
意
を
表
し
ま
す
。

大
学
と
女
子
短
期
大
学
が
大
谷
地

の
地
で
共
に
歩
み
を
開
始
し
て
以

降
、
様
々
な
分
野
で
一
体
化
へ
の
努

力
が
図
ら
れ
て
き
た
と
聞
き
及
ん
で

い
ま
す
が
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
二
つ

の
組
織
が
一
つ
に
な
る
た
め
に
は
、

予
測
を
超
え
た
努
力
が
必
要
で
あ
っ

た
ろ
う
と
推
測
し
ま
す
。
短
期
大
学

部
同
窓
会
に
お
い
て
も
恐
ら
く
例
外

で
は
な
く
、
高
谷
会
長
は
じ
め
幹

事
、
会
員
の
皆
様
の
大
変
な
努
力
が

あ
っ
た
こ
と
を
思
い
衷
心
よ
り
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
す
。

今
後
は
、
短
期
大
学
部
同
窓
会
の

歴
史
と
伝
統
に
学
び
な
が
ら
大
学
、

短
期
大
学
部
と
北
星
学
園
の
発
展
を

目
指
し
共
に
手
を
携
え
て
歩
み
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度

の
統
合
に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
大

友
学
園
長
（
前
大
学
学
長
）、遠
藤
前

大
学
同
窓
会
長
（
故
人
）
に
心
か
ら

御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

同
窓
会
統
合
に
つ

い
て

北
星
学
園
女
子
短
期
大
学
同
窓
会

は
一
九
六
一
年
に
発
足
し
、
独
自
の

運
営
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
二
〇
〇
二
年
に
大
谷
地
キ

ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
、
共
学
の
短
期

大
学
部
と
改
組
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
二
〇
〇
八
年
六
月
七
日
の

短
期
大
学
部
同
窓
会
総
会
、
十
月
十

八
日
の
大
学
同
窓
会
総
会
に
お
い

て
、
こ
の
二
つ
の
同
窓
会
は
統
合
す

る
こ
と
を
決
定
し
承
認
さ
れ
ま
し

た
。大

学
同
窓
会
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
で
、
二
つ
の
同
窓
会
が
新
し
い

「
つ
な
が
り
」
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら

の
北
星
学
園
大
学
発
展
の
た
め
の
大

き
な
力
と
な
っ
て
進
ん
で
行
け
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
統
合
に
つ
い
て
学
園
長
、
大

友
浩
先
生
の
大
き
な
ご
尽
力
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
同
窓
会
と
短

期
大
学
部
同
窓
会

の
統
合
に
あ
た
っ

て前
か
ら
伺
っ
て
い
た
大
学
同
窓
会

と
短
期
大
学
部
同
窓
会
の
統
合
が
、

現
実
の
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
い
た
る
ま
で
、
今
は
亡
き
故
遠
藤

憲
一
同
窓
会
長
や
高
谷
尚
子
短
大
部

同
窓
会
長
に
は
、
本
当
に
一
方
な
ら

ぬ
ご
苦
労
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
改

め
て
思
い
、
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
が
赴
任
す
る
前
の
こ

と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
ご

検
討
さ
れ
、
並
立
か
合
同
か
、
そ
れ

ぞ
れ
の
長
所
短
所
を
秤
に
か
け
た
上

で
の
最
終
的
決
断
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。

先
日
あ
る
他
大
学
の
方
が
、
幼
稚

園
か
ら
大
学
ま
で
学
園
全
体
が
一
つ

の
同
窓
会
と
な
っ
た
こ
と
で
、
長
年

の
夢
が
叶
っ
た
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
あ
り
方
が
よ

い
か
は
大
学
や
学
園
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
違
う
で
し
ょ
う
。
し
か
し
ど
の

よ
う
な
形
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
同

窓
生
た
ち
の
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
存
在
は
大
切
で
す
し
、
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
ど
ん
な

場
合
で
も
大
学
へ
の
大
き
な
支
え
と

な
る
で
し
ょ
う
。
今
回
の
同
窓
会
の

統
合
も
、
長
い
目
で
見
れ
ば
そ
の
よ

う
な
意
味
を
含
ん
だ
、
着
実
な
一
つ

の
発
展
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
は
、
す
べ
か
ら
く
北
星

ら
し
さ
を
失
わ
ず
に
、
ま
た
そ
の
北

星
ら
し
さ
を
愛
す
る
多
く
の
同
窓
生

の
方
々
と
共
に
、
大
学
と
学
園
の
発

展
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

�
牛
の
歩
み
も
千
里
・
母
校
で
の
学
び
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
�

同
窓
会
会
長

松
倉

千
春

新新
入入
会会
員員
のの
方方
々々
へへ
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大
学
、
短
期
大
学
部
を
卒
業
さ
れ

る
諸
君
、
卒
業
お
め
で
と
う
。
同
窓

会
を
代
表
し
て
心
か
ら
お
祝
い
を
申

し
あ
げ
ま
す
。
北
星
学
園
大
学
同
窓

会
は
、
本
日
卒
業
さ
れ
た
新
会
員
の

皆
さ
ん
を
加
え
て
会
員
数
四
二
、
〇

〇
〇
人
の
大
所
帯
へ
と
躍
進
し
て
い

ま
す
。

同
窓
会
の
活
動
は
、
会
員
相
互
の

交
流
と
親
睦
、
広
く
市
民
を
含
め
た

文
化
活
動
の
展
開
、
母
校
へ
の
支
援

活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま

す
が
、
特
に
母
校
へ
の
支
援
活
動
は

極
め
て
重
要
な
活
動
で
す
。

皆
さ
ん
も
既
に
ご
承
知
の
と
お

り
、
社
会
現
象
と
し
て
の
少
子
化
の

進
行
に
と
も
な
う
入
学
希
望
者
の
減

少
に
よ
り
母
校
も
厳
し
い
環
境
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

に
こ
そ
同
窓
会
が
北
星
学
園
大
学
の

最
大
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
母
校

を
支
え
る
力
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
新
会
員
の
皆
さ
ん
も
同
窓

会
活
動
に
積
極
的
に
参
画
し
、
同
窓

会
と
母
校
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
今
日
か
ら
実
社

会
へ
と
旅
立
つ
わ
け
で
す
が
、
昨
秋

以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
金
融
危
機
に
端

を
発
し
た
経
済
の
混
乱
は
全
世
界
を

巻
き
込
み
、
日
本
経
済
も
大
き
な
後

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
で
さ
え
門
出
の
時
に
は
、
不

安
感
や
期
待
感
が
入
り
混
じ
っ
た
複

雑
な
気
持
ち
が
交
錯
す
る
の
が
常
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
る

か
ら
こ
そ
皆
さ
ん
に
は
、
何
時
の
時

代
に
も
増
し
て
日
本
の
将
来
を
担
う

大
き
な
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
私
が
卒
業
し
た

一
九
七
〇
年
代
初
頭
も
不
安
定
な
社

会
状
況
（
今
と
は
問
題
の
所
在
は
異

っ
た
が
）
だ
っ
た
の
で
、
将
来
へ
の

不
安
感
も
大
き
か
っ
た
で
す
が
、
自

分
に
も
何
か
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
言
う
自
負
心
も
同
じ
よ
う
に
大

き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
実
社
会
で
様
々
な
問
題
に

直
面
し
な
が
ら
分
か
っ
た
こ
と
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
不
安
感
と

期
待
感
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る

こ
と
。
そ
し
て
問
題
の
解
決
方
法
は

必
ず
あ
る
こ
と
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
見
方
や
考
え
方
が
で

き
た
の
は
、
大
学
生
活
の
中
で
先
生

や
職
員
、
先
輩
や
後
輩
、
同
輩
と
の

交
流
か
ら
知
ら
ず
知
ら
ず
に
学
ん
で

い
た
母
校
で
の
学
び
が
、
こ
の
よ
う

な
力
を
培
っ
て
く
れ
た
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
気
が
つ
い
て
い
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
実
社

会
で
生
活
し
て
行
く
中
で
、
母
校
で

培
っ
た
学
び
の
自
信
と
誇
り
が
必
ず

皆
さ
ん
を
支
え
て
く
れ
る
と
確
信
し

ま
す
し
、
北
星
は
そ
の
よ
う
な
場
だ

と
思
い
ま
す
。
焦
ら
ず
牛
の
歩
み
の

よ
う
に
着
実
に
一
歩
ず
つ
前
進
し
て

下
さ
い
。

同
窓
会
に
は
七
つ
の
支
部
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
職
場
や
地
域
な
ど

身
近
な
所
に
も
同
窓
生
が
い
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
大
い
に
先
輩
を
頼
り

に
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
共
に
同

窓
会
に
結
集
し
、
母
校
を
支
え
る
力

と
な
っ
て
下
さ
い
。
諸
君
の
活
躍
に

期
待
し
ま
す
。

札
幌
を
離
れ
る
新
会
員
の
皆
様
、

同
窓
会
に
は
各
地
に
支
部
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
同
窓
会
の
活
動
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
各
支
部
へ
の
連
絡
先
は

次
の
通
り
で
す
。

▼
旭
川
支
部
（
一
九
八
三
年
発
足
）

支
部
長

松
倉

千
春

（
〇
一
六
六
）
三
二
―
一
七
二
六

▼
帯
広
支
部
（
一
九
八
五
年
発
足
）

支
部
長

樋
渡

喜
久
雄

（
〇
一
五
五
）
四
八
―
六
九
三
八

▼
北
見
支
部
（
一
九
八
七
年
発
足
）

支
部
長

佐
々
木

卓

連
絡
先
は
北
見
支
部
結
城
亨
さ
ん

北
見
市
役
所
Ｉ
Ｔ
推
進
室

（
〇
一
五
七
）
二
五
―
一
一
一
八

▼
東
京
支
部
（
一
九
八
八
年
発
足
）

支
部
長

相
馬

洋
司

（
〇
三
）
三
三
三
八
―
〇
六
二
八

▼
函
館
支
部
（
一
九
八
八
年
発
足
）

支
部
長

畑
中

博
史

（
〇
一
三
八
）
四
六
―
二
五
三
七

▼
釧
路
支
部
（
一
九
八
九
年
発
足
）

支
部
長

櫛
部

武
俊

釧
路
市
役
所
生
活
福
祉
課

（
〇
一
五
四
）
三
一
―
四
五
八
七

▼
千
歳
支
部
（
一
九
九
六
年
発
足
）

支
部
長

二
ツ
川

憲
昭

（
〇
一
二
三
）
二
四
―
八
二
四
二

◎
同
窓
会
事
務
局

北
星
学
園
大
学
総
務
課
内

佐
々
木
、
川
島
、
樋
口

（
〇
一
一
）
八
九
一
―
二
七
三
一

同
窓
会
各
支
部
・
事
務
局
紹
介

大大学学校校舎舎ＡＡ・・ＢＢ館館
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同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
開
催
�

～
新
会
長
に
松
倉
千
春
氏
を
選
任

会
場
は
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
札
幌
に
～

去
る
十
月
十
八
日
、
二
〇
〇
七
年

度
の
北
星
学
園
大
学
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
が
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
札
幌

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
後
五
時
三
十
分
か
ら

三
階
チ
ェ
ル
シ
ー
に
お
い
て
定
期
総

会
が
行
わ
れ
、
故
遠
藤
憲
一
会
長
に

一
同
黙
祷
を
捧
げ
た
後
に
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
斉
藤
誠
会
長
代
理
に
よ

る
開
会
の
挨
拶
の
後
、
議
長
に
高
橋

麻
里
子
さ
ん
（
一
九
八
七
年
英
文
学

科
卒
）、書
記
に
樋
口
夏
子
さ
ん
（
二

〇
〇
八
年
心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
卒
）
を
選
出
し
、
次

の
五
議
案
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し

た
。議

案
一
『
二
〇
〇
七
年
度
活
動
報

告
・
会
計
決
算
報
告
及
び
会
計
監
査

報
告
に
つ
い
て
』
は
、
提
案
ど
お
り

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
二
『
二
〇
〇
八
年
度
活
動
計

画
・
会
計
予
算
に
つ
い
て
』
は
、
原

案
ど
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
三
『
短
期
大
学
部
同
窓
会
と

の
統
合
に
つ
い
て
』
は
大
友
学
園
長

か
ら
、
統
合
ま
で
の
経
過
説
明
が
な

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
了
承
さ
れ
ま
し

た
。議

案
四
『
北
星
学
園
大
学
同
窓
会

会
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
』は
、短

大
部
同
窓
会
と
の
統
合
に
伴
う
会
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
五
『
役
員
の
改
選
』
に
つ
い

て
は
原
案
ど
お
り
了
承
さ
れ
、
短
期

大
学
部
同
窓
会
か
ら
の
役
員
（
副
会

長
・
幹
事
）
に
つ
い
て
は
四
月
に
補

充
さ
れ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
承
認
後
に
は
、
松
倉
新
会
長
よ

り
就
任
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
二
階
フ
ォ
ン
テ
ィ

ー
ヌ
に
会
場
を
移
し
て
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続

き
、
中
川
知
美
さ
ん
（
一
九
九
一
年

経
営
情
報
学
科
卒
）
に
よ
る
司
会
進

行
の
も
と
、
前
会
長
の
遠
藤
憲
一
さ

ん
を
偲
ぶ
、
ビ
デ
オ
上
映
と
黙
祷
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
松
倉
千

春
会
長
、
杉
本
拓
理
事
長
、
金
井
新

二
学
長
の
挨
拶
、
今
川
民
雄
社
会
福

祉
学
部
長
の
乾
杯
で
幕
を
開
け
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
昨
年
ま
で
の
札
幌

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
か
ら
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
札
幌
へ
と
会
場
を
移
し
ま
し
た

が
、
例
年
と
は
ま
た
違
っ
た
雰
囲
気

の
中
で
の
開
催
と
な
り
、
約
八
十
名

近
い
各
学
部
学
科
の
同
窓
会
会
員
を

は
じ
め
、
招
待
教
員
と
し
て

忍
博
次
先
生
、
矢
口
以
文
先

生
、
退
職
さ
れ
た
教
員
の
石

川
恒
夫
先
生
が
ご
出
席
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
職

の
教
職
員
の
方
々
も
数
多
く

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
北
星
学
園
大
学

短
期
大
学
部
同
窓
会
か
ら
は

高
谷
尚
子
会
長
を
は
じ
め
、

松
島
智
子
幹
事
、
諏
訪
か
よ

子
道
北
支
部
長
に
も
ご
出
席

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
の
中
で
は
、
懐
か

し
い
招
待
の
先
生
に
よ
る
ご

挨
拶
の
後
に
、
今
年
度
の
同

窓
会
表
彰
授
与
が
行
わ
れ
、

同
窓
会
の
活
動
に
長
く
寄
与

さ
れ
た
同
窓
生
三
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別

表
彰
者
と
し
て
前
会
長
の
故

遠
藤
憲
一
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
、
ご
息

女
の
菊
地
衣
都
子
さ
ん
が
代
わ
っ
て

授
与
式
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
各
支
部
長
・
支
部
長
代
理
に
よ
る

支
部
活
動
報
告
、
同
窓
会
奨
励
生
の

紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
今
回
は
、
セ
パ
タ
ク
ロ
ー
の
世
界

選
手
権
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
経

済
法
学
科
四
年
の
萩
原
雄
太
さ
ん
に

特
別
表
彰
が
贈
ら
れ
、
授
賞
の
挨
拶

で
は
実
際
に
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
披
露

す
る
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
見

ら
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
和
や
か

な
雰
囲
気
の
な
か

で
、
櫛
部
武
俊
釧

路
支
部
長
に
よ
る

乾
杯
が
行
わ
れ
、

盛
会
の
う
ち
に
今

年
度
の
懇
親
会
を

終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
毎
年
恒
例

の
学
部
ご
と
の
写

真
撮
影
が
行
わ

れ
、
こ
の
よ
き
日

を
記
念
に
残
そ
う

と
多
く
の
同
窓
生

が
集
い
、
貴
重
な

一
枚
を
納
め
て
い

た
よ
う
で
す
。
撮

影
終
了
後
は
、
三

階
に
設
け
た
二
次

会
へ
三
十
名
近
く

の
同
窓
生
が
ご
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
同
窓
生
の
皆
様
を
は
じ

め
、
関
係
者
の
方
々
の
温
か
い
ご
支

援
の
も
と
、
無
事
に
総
会
・
懇
親
会

を
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
の
総
会
・
懇
談
会
は
、
十
月

十
七
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
札
幌
を

会
場
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
多
く

の
同
窓
生
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

文学部 英文学科 心理・応用コミュニケーション学科

経済学部 経済学科 経営情報学科 経済法学科

文学部 社会福祉学科 社会福祉学部 福祉計画学科 福祉臨床学科 福祉心理学科

戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
る
！

副
学
長

田
村

信
一

平
成
２０
年
度
か
ら
文
科
省
の
新

た
な
支
援
事
業
「
戦
略
的
大
学
支

援
事
業
」
が
は
じ
ま
り
、
昨
年
８

月
、
北
星
学
園
大
学
・
日
本
福
祉

大
学
・
熊
本
学
園
大
学
が
共
同
で

申
請
し
た
「
列
島
縦
断
広
域
型
大

学
連
携
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
に
よ
る
新
た
な
る
高
等
教

育
の
地
域
的
展
開
」
が
見
事
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
９４
件
の
申
請
の
う

ち
５４
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
な
か
で
も
わ
れ
わ
れ
の
取
り

組
み
は
き
わ
め
て
高
く
評
価
さ
れ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

文
科
省
は
Ｇ
Ｐ
お
よ
び
現
代
Ｇ
Ｐ

な
ど
の
支
援
事
業
に
よ
っ
て
各
大

学
の
優
れ
た
教
育
活
動
に
財
政
支

援
を
行
い
、
わ
が
大
学
も
２
０
０

３
年
か
ら
３
回
選
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
「
戦
略
的
大
学
支
援

事
業
」
は
こ
れ
ま
で
の
Ｇ
Ｐ
と
は

異
な
っ
て
、
国
公
私
立
大
学
の
連

携
の
推
進
と
「
地
の
拠
点
」
と
し

て
の
地
方
に
あ
る
大
学
の
教
育
の

充
実
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
大

学
間
連
携
に
よ
る
教
育
の
充
実
と

い
う
政
策
が
は
っ
き
り
打
ち
出
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
１１
月
に
は
日
本
福
祉
大
学

に
お
い
て
三
大
学
に
よ
る
「
包
括

的
連
携
協
定
」
の
調
印
式
が
行
わ

れ
、「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
に
よ
る
新
た
な
る
高
等
教
育

の
地
域
的
展
開
」
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
こ
の
３
年

間
に
お
よ
ぶ
共
同
事
業
は
次
の
３

点
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
�

「
社
会
福
祉
士
法
」
改
正
に
対
応

し
た
新
た
な
社
会
福
祉
人
材
養
成

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
共
同
開
発
と
い

う
観
点
か
ら
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
形
成
を
通
じ
て

卓
越
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
と
そ

れ
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
の
相
互
開

発
・
活
用
を
推
進
し
、
社
会
福
祉

教
育
の
質
的
向
上
・
普
及
を
図
る

こ
と
、
�
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
基

礎
と
し
て
学
生
の
国
内
留
学
制

度
、
教
職
員
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
、
学
生
の
人
間
的
成
長

と
教
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
こ

と
、
�
三
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
位
置

す
る
地
域
の
特
性
と
価
値
の
認
識

を
基
礎
と
す
る
「
地
域
学
」
の
構

築
と
交
流
を
通
じ
て
、
地
域
の
魅

力
や
地
域
づ
く
り
の
先
進
事
例
な

ど
を
発
信
し
、
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
す
る
こ
と
。

社
会
福
祉
教
育
の
充
実
を
ベ
ー

ス
と
し
た
事
業
で
す
が
、
各
大
学

の
す
べ
て
の
学
生
と
教
職
員
が
か

か
わ
れ
る
内
容
で
も
あ
り
、
３
年

間
の
財
政
支
援
が
終
了
し
て
も
、

こ
の
連
携
を
維
持
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

２００８年度 会計予算
２００８．１０．１８総 会

単位：円 ２００８．１０．９幹事会

備 考

預金（１４，１７０，８５５）、現金（７，３４４）

＠２０，０００＊９２０名（定員８０１名×１．１５）

＠３，０００＊５０名＠１，０００＊７０名

コンサート・講演会等募金５０，０００

定期預金利息

支部長会議（１００，０００）、幹事会（１００，０００）他

幹事会等（５０，０００）、総会等派遣：本部（１，３００，０００）支部（９００，０００）他

振込料（３０，０００）、ハガキ・切手（６０，０００）、慶弔電報（３０，０００）他

事務消耗品、懇親会写真焼増代 他

同窓会案内作成他

２００４年度以降当面凍結（同窓会年度）

卒業生記念品（１００万）、懇親会（３００万）、退職者記念品（２５万）、永年表彰金品（１０万）他

寄贈文庫

各支部補助等（３，３０４，０００）、英研・福祉・学祭（４００，０００） 他

＠５０，０００＊４名分 他

印刷代（１，０００，０００）、郵送料（２，０００，０００） 他

名簿整備、懇親会司会者謝礼、冊子封入作業他

講師謝礼、交通費、消耗品、例会交通費、印刷費、会議費、通信費 他

予 算

１４，１７８，１９９

１８，４００，０００

２２０，０００

５０，０００

３０，０００

０

３２，８７８，１９９

３，９００，０００

５５０，０００

２，５００，０００

１５０，０００

２００，０００

５００，０００

１６，４００，０００

０

５，０００，０００

４００，０００

４，０００，０００

１，０００，０００

３，５００，０００

１，０００，０００

１，５００，０００

２，５７８，１９９

１０，０００，０００

０

３２，８７８，１９９

費 目

【収 入 の 部】

前 年 度 繰 越 金

同 窓 会 費

総会懇親会費収入

プ ロ ジ ェ ク ト

利 息 等

雑 収 入

＜収 入 計＞

【支 出 の 部】

�．事 務 費

１．会 議 費

２．交 通 費

３．通 信 費

４．物 品 費

５．印 刷 費

�．事 業 費

１．名簿作成費

２．行 事 費

３．同窓会文庫費

４．補 助 費

５．奨 励 費

６．会報発行費

７．業務委託費

８．プロジェクト活動費

�．予 備 費

�．資金 積 立 金

�．次年度繰越金

〈支 出 計〉

北星学園大学同窓会役員名簿

卒業年

社６９．３

経７１．３

経７１．３

社６９．３

社７６．３

社７４．９

経７１．３

社７８．３

社７５．３

社７２．３

社７０．９

経７１．３

英７４．３

英７４．３

社７４．３

経７４．９

社７５．３

英７８．３

経８２．３

社８７．３

英８７．３

英８７．３

経８９．３

経８９．３

経９０．３

経９１．３

情９１．３

経９６．３

経９５．３

情９６．３

社９７．３

経９９．３

心００．３

英０１．３

経０１．３

情０２．３

臨０３．３

経９１．３

経９６．３

※任期：２００９年９月まで
※上表は、２００８年１０月総会時の内容です。統合後
の役員一覧は次号（９月号）で掲載いたします。

氏 名

松 倉 千 春

斉 藤 誠

三 田 泰 夫

松 倉 千 春

樋 渡 喜久雄

佐々木 卓

相 馬 洋 司

畑 中 博 史

櫛 部 武 俊

二ツ川 憲 昭

阿知良 俊 一

中 村 一 寛

有 澤 睦 子

竹 田 和 三

高 橋 哲 雄

斉 藤 美樹子

築 地 千穂子

森 谷 恭 一

森 康 雄

宮 内 聡

森 越 京 子

高 橋 麻里子

田 中 正 博

竹 内 禎 哉

伊 藤 修

佐 藤 剛

鈴 木 克 典

村 上 賢 吾

三 澤 信 也

桐 山 城太郎

牧 田 浩 一

小 塚 賢

佐々木 洋

幸 坂 希

木 村 哲 晃

戸 松 真 洋

工 藤 寛 子

鈴 木 克 知

高 橋 章

役 職

会 長

副 会 長

〃

旭川 支 部 長

帯広 支 部 長

北見 支 部 長

東京 支 部 長

函館 支 部 長

釧路 支 部 長

千歳 支 部 長

幹 事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

会 計 監 査

〃

２００７年度 収支決算書
２００８．１０．１８総 会

単位：円 ２００８．１０．９幹事会

備 考

預金（８，２８５，０３４）、現金（６０，５２０）

＠２０，０００＊９８３名

＠３，０００＊９３，＠１，０００＊６１、懇親会二次会会費

コンサート・講演会等募金

定期預金利息

祝儀（１２０，０００）卒業記念図書カード現金化（４００，０００）

支部長会議、幹事会 他

幹事会、総会支部招待・支部派遣 他

振込料、ハガキ・切手、慶弔電報

懇親会写真焼増代（８６，９３６）事務消耗品 他

同窓会案内作成 他

卒業生住所録

卒業生記念品（８６８，５６０）、懇親会（２，７０４，０１７）、退職者記念品（１６５，０００）他

寄贈図書・ＤＶＤ

各支部補助（３，３０４，０００）、英研・福祉・大学祭補助（４００，０００）他

＠５０，０００円×２名

大谷地だより５７号、５８号印刷代・郵送料 他

懇親会司会者謝礼、冊子封入作業

講師謝礼、交通費、消耗品、例会交通費、印刷費、会議費、通信費 他

預金（１４，１７０，８５５）、現金（７，３４４）

２００７年度貸借対照表
２００８．１０．１８総 会
２００８．１０．９幹事会

【通常会計】 ２００８年１０月１日現在
貸 方

負債・正味財産の部

正味財産
次年度繰越金 １４，１７８，１９９

１４，１７８，１９９

【活動資金積立会計】

貸 方

次年度繰越金 ４５，４３４，６９３

４５，４３４，６９３

決 算

８，３４５，５５４

１９，６６０，０００

４０２，０００

６２，０３７

４８，５１３

５２０，０００

２９，０３８，１０４

２，７３５，４７３

３３２，３９０

２，０１０，７３０

９５，６２７

１１１，９２６

１８４，８００

１２，１２４，４３２

０

３，９３６，５２７

４００，０００

３，７３８，２４０

１００，０００

３，０７３，４０４

４２，０００

８３４，２６１

０

０

１４，１７８，１９９

２９，０３８，１０４

借 方

資産の部

現金預金 １４，１７８，１９９

１４，１７８，１９９

借 方

定期預金 ４５，４３４，６９３

４５，４３４，６９３

予 算

８，３４５，５５４

１８，２００，０００

２２０，０００

５０，０００

７，０００

０

２６，８２２，５５４

３，９００，０００

５５０，０００

２，５００，０００

１５０，０００

２００，０００

５００，０００

１５，４００，０００

０

４，０００，０００

４００，０００

４，０００，０００

１，０００，０００

３，５００，０００

１，０００，０００

１，５００，０００

２，５２２，５５４

５，０００，０００

０

２６，８２２，５５４

費 目

【収 入 の 部】

前 年 度 繰 越 金

同 窓 会 費

総会懇親会費収入

プ ロ ジ ェ ク ト

利 息 等

雑 収 入

＜収 入 計＞

【支 出 の 部】

�．事 務 費

１．会 議 費

２．交 通 費

３．通 信 費

４．物 品 費

５．印 刷 費

�．事 業 費

１．名簿 作 成 費

２．行 事 費

３．同窓会文庫費

４．補 助 費

５．奨 励 費

６．会報 発 行 費

７．業務 委 託 費

８．プロジェクト活動費

�．予 備 費

�．資 金 積 立 金

�．次年度繰越金

〈支 出 計〉

２００９年３月１３日 （２）Ｈ Ｏ Ｋ Ｕ Ｓ Ｅ Ｉ第 ５９ 号



会
長

松
倉

千
春

短
期
大
学
部
同
窓
会

会
長

高
谷

尚
子

学
園
長

大
友

浩

学
長

金
井

新
二

英
文
６６
年
卒

深
澤

秀
則

英
文
６７
年
卒

佐
藤

富
美
子

１１９９６６７７年年撮撮影影

英
文
６７
年
卒

小
野
田

久
美
子

社
福
７６
年
卒

帯
広
支
部
長

樋
渡

喜
久
雄

社
福
７０
年
卒

前
大
学
事
務
局
長

阿
知
良

俊
一

遠
藤
憲
一
前
同
窓
会
長

故
、遠
藤
憲
一
前
会

長
を
偲
ん
で

故
、
遠
藤
憲
一
前
会
長
の
ご
逝
去

に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

あ
ま
り
に
も
突
然
の
お
別
れ
だ
っ

た
た
め
、
今
も
な
お
前
会
長
の
ご
逝

去
が
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

遠
藤
前
会
長
と
の
出
会
い
は
、
私

が
大
学
一
年
生
の
冬
に
部
活
へ
の
入

部
が
切
っ
掛
け
で
、
当
時
か
ら
軽
音

楽
部
の
部
長
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら

れ
、
そ
の
頃
か
ら
先
輩
と
し
て
の
威

厳
が
あ
り
後
輩
の
私
と
し
て
は
近
づ

き
が
た
い
存
在
で
し
た
。

い
つ
も
内
か
ら
湧
き
上
が
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
強
烈
で
あ
り
男
気
が
強
く

決
断
力
、
判
断
力
に
も
優
れ
、
周
囲

に
も
配
慮
し
た
部
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
も
深
く
尊
敬
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
先
輩
の
行
動
を
通
し
て

多
く
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
私
な
り

に
今
日
の
自
分
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
長
に
な
ら
れ
て
か
ら
は
各

支
部
と
の
交
流
も
積
極
的
に
行
い
、

常
に
「
我
々
同
窓
会
は
北
星
学
園
大

学
の
最
大
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
」

こ
と
を
唱
え
て
お
り
ま
し
た
。

偉
大
な
リ
ー
ダ
ー
を
失
っ
た
今
、

悲
し
ん
で
ば
か
り
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

前
会
長
の
思
い
を
継
ぎ
、
全
て
の
会

員
が
意
を
共
に
し
て
同
窓
会
活
動
に

ご
尽
力
下
さ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

遠
藤
会
長
と
の
こ
と

二
〇
〇
二
年
四
月
、
南
四
条
校
舎

か
ら
の
移
転
は
寂
し
い
「
引
っ
越

し
」
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か

井
の
中
の
蛙
で
あ
っ
た
。
学
長
で
あ

っ
た
大
友
浩
先
生
に
「
よ
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
迎
え
ら

れ
、
遠
藤
憲
一
大
学
同
窓
会
会
長
は

「
同
窓
会
は
北
星
学
園
大
学
を
支
え

る
最
大
最
強
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

何
で
も
話
し
合
い
、
力
を
合
せ
て
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
そ
し
て
あ
の

日
か
ら
六
年
。

遠
藤
会
長
急
逝
の
知
ら
せ
は
信
じ

ら
れ
な
い
、
信
じ
た
く
な
い
の
気
持

ち
で
す
。
会
長
の
案
内
で
大
学
同
窓

会
の
各
支
部
へ
伺
い
支
部
活
動
の
様

子
、
懇
親
会
の
楽
し
さ
な
ど
を
知
り

ま
し
た
。
ま
た
短
期
大
学
部
同
窓
会

の
全
支
部
に
も
見
え
ら
れ
相
互
理
解

を
深
め
た
の
で
す
。

特
に
楽
し
い
思
い
出
は
、
シ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
ス
タ
ー
ズ
の
演
奏
会
に

二
度
も
伺
い
素
晴
ら
し
い
特
技
を
拝

見
し
た
こ
と
で
す
。
ま
た
カ
ラ
ス
に

は
大
変
興
味
を
も
た
れ
、
ご
熱
心
に

観
察
さ
れ
色
々
話
し
て
下
さ
り
、
カ

ラ
ス
の
歌
の
Ｃ
Ｄ
発
行
も
面
白
い
こ

と
で
し
た
。
そ
し
て
私
の
愛
猫
が
亡

く
な
り
悲
し
み
の
時
、
遠
藤
憲
一
作

詞
作
曲
の
Ｃ
Ｄ
が
ご
自
身
の
声
で
と

ど
け
ら
れ
涙
々
の
感
謝
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
全
て
が
ビ
ー
ル
と
い

う
共
通
の
飲
み
も
の
が
あ
っ
て
こ
そ

の
成
立
で
し
ょ
う
。

統
合
す
る
こ
と
に
「
星
の
絆
」
を

強
く
語
ら
れ
た
時
を
思
う
こ
の
頃
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
千
の
風
に
な
っ
て

同
窓
会
活
動
の
あ
る
各
地
、
大
谷
地

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

心
か
ら
の
感
謝
を
こ
め
て
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

遠
藤
憲
一
さ
ん
を

偲
ぶ

青
天
の
霹
靂
と
し
か
言
え
な
い
こ

と
が
と
き
に
生
じ
る
。
そ
れ
が
、
二

〇
〇
八
年
七
月
十
八
日
に
遠
藤
さ
ん

が
亡
く
な
ら
れ
た
と
の
急
報
に
接
し

た
と
き
の
私
の
思
い
で
あ
っ
た
。
享

年
六
十
六
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。
現

代
で
は
、
六
十
六
歳
と
い
え
ば
、
こ

れ
か
ら
と
い
う
年
齢
で
あ
る
。
折
し

も
学
園
理
事
会
構
成
の
改
善
が
な

り
、
遠
藤
さ
ん
が
同
窓
会
選
出
の
理

事
と
し
て
、
実
務
家
の
立
場
か
ら

様
々
な
提
言
を
な
さ
る
こ
と
を
私
も

期
待
し
、
本
人
も
そ
の
お
つ
も
り
で

あ
っ
た
。

思
え
ば
二
〇
〇
〇
年
に
私
が
大
学

長
と
し
て
赴
任
し
て
か
ら
、
遠
藤
さ

ん
に
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
支
え
て
い

た
だ
い
た
。
字
数
の
制
限
も
あ
り
、

具
体
的
な
点
は
省
略
せ
ざ
る
を
え
な

い
が
、
遠
藤
さ
ん
は
、
同
窓
会
長
と

し
て
、
大
学
後
援
会
長
と
し
て
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
こ
ち
ら
の
意
を
汲
ん

で
く
だ
さ
り
、
最
大
限
の
協
力
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
後
輩
の
学
生
諸
君

が
良
い
学
生
生
活
を
送
る
た
め
の
支

援
を
、
彼
は
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
。

彼
の
思
い
は
そ
の
一
点
に
集
中
さ
れ

て
い
た
と
思
う
。

私
と
は
個
人
的
な
お
付
き
合
い
も

あ
っ
た
が
、
そ
う
い
う
面
も
含
め

て
、
遠
藤
さ
ん
は
不
快
感
を
ま
わ
り

に
残
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

彼
は
、ど
こ
で
も
、然
り
を
然
り
、否

を
否
と
明
確
に
さ
れ
た
が
、
私
は
思

い
返
し
て
見
て
、
そ
う
思
う
。
遠
藤

さ
ん
は
文
字
通
り
の
紳
士
だ
っ
た
。

遠
藤
会
長
の
急
逝
を

悼
む

昨
年
七
月
に
遠
藤
憲
一
同
窓
会
・

後
援
会
会
長
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
突
然
の
こ
と
で
、
私
た
ち

日
ご
ろ
世
話
に
な
っ
て
い
た
者
た
ち

は
忘
然
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た

が
、
は
や
そ
の
年
も
過
ぎ
て
新
し
い

年
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

間
、
と
く
に
ご
家
族
の
皆
様
に
は
、

さ
ぞ
お
辛
い
心
痛
の
日
々
で
は
な
か

っ
た
か
と
、
心
か
ら
お
察
し
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

亡
き
遠
藤
会
長
に
は
、
私
は
二
年

半
位
の
お
付
き
合
い
し
か
出
来
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
強
い
印

象
と
と
も
に
記
憶
に
残
る
こ
と
の
一

つ
は
、
遠
藤
さ
ん
は
大
変
に
学
園
の

運
営
の
こ
と
を
心
配
さ
れ
て
い
た
こ

と
で
す
。
大
学
も
中
高
も
、
普
通
の

社
会
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
ん

び
り
し
て
い
る
、
悠
長
だ
、
と
い
う

強
い
懸
念
を
お
持
ち
で
し
た
。
や
は

り
少
子
化
の
こ
と
を
心
配
さ
れ
て
い

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
が
、
定
員
割

れ
な
ど
困
っ
た
こ
と
が
起
き
る
前
に

手
を
打
っ
て
お
か
ね
ば
、
と
い
う
こ

と
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ

し
て
、
学
園
の
理
事
に
も
な
ら
れ
て

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き

に
、
突
然
の
訃
報
で
、
私
た
ち
は
声

も
な
く
た
だ
た
め
息
を
つ
く
ば
か
り

で
し
た
。

こ
の
二
十
年
余
の
間
、
誰
よ
り
も

親
身
に
な
っ
て
、
北
星
の
応
援
団
長

と
し
て
同
窓
会
と
後
援
会
を
率
い
、

ひ
た
す
ら
無
私
な
ご
尽
力
を
く
だ
さ

っ
た
遠
藤
会
長
、
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
か
天
国
か
ら
北

星
の
行
く
末
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
草
創
期
の
シ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
・
ス
タ
ー
ズ
」

大
学
草
創
期
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
現

在
の
北
星
女
子
中
高
の
前
側
に
あ
っ

て
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク
に
囲
ま
れ
、
現
存

し
て
い
れ
ば
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ

る
よ
う
な
木
造
作
り
の
格
式
の
あ
る

建
物
で
し
た
。
そ
の
校
舎
に
下
駄
履

き
姿
で
、
エ
レ
キ
を
担
い
で
登
校
し

た
の
が
、
遠
藤
憲
一
さ
ん
で
し
た
。

開
学
当
初
は
、
全
て
一
か
ら
の
始
ま

り
で
、
単
独
で
ク
ラ
ブ
を
設
立
す
る

事
は
無
理
で
、
私
の
同
期
生
が
中
心

と
な
っ
て
、
芸
術
・
文
化
の
保
存
と

促
進
発
展
を
目
標
と
す
る
グ
ロ
リ

ア
・
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
、
そ
の
中
に

軽
音
楽
部
、
射
撃
部
、
華
道
部
、
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
部
の
部
門
を
作
り
、
軽

音
楽
部
の
初
代
部
長
と
な
っ
た
遠
藤

憲
一
さ
ん
は
、
天
性
の
エ
レ
キ
ギ
タ

ー
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
美
声
に
加
え
て

の
猛
練
習
（
練
習
場
所
は
校
舎
横
の

小
さ
な
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
で
、
練
習
を

始
め
る
と
小
屋
全
体
が
揺
れ
ま
し

た
）
と
、
統
率
力
で
、
瞬
く
間
に
、

先
達
の
他
大
学
軽
音
楽
部
に
一
目
お

か
れ
る
技
量
の
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

ス
タ
ー
ズ
に
育
て
あ
げ
ま
し
た
。
遠

藤
憲
一
さ
ん
は
楽
器
を
調
達
す
る
資

金
確
保
の
為
に
、
札
幌
市
内
は
勿

論
、
地
方
公
演
と
、
奔
走
の
日
々
を

送
り
、
新
設
大
学
の
存
在
を
広
め
る

の
に
も
役
立
っ
た
筈
で
す
。
遠
藤
憲

一
さ
ん
と
私
の
関
わ
り
は
、
第
二
回

大
学
祭
が
近
づ
い
た
頃
「
先
輩
、
学

祭
の
時
、
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ス
タ

ー
ズ
の
中
で
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
吹

い
て
く
れ
な
い
か
」
が
始
ま
り
で
、

そ
れ
か
ら
四
十
六
年
間
も
の
付
き
合

い
に
な
り
、
昨
年
春
に
も
「
先
輩
、

又
、
演
奏
会
開
く
の
で
猛
練
習
し
ま

す
よ
」
と
言
わ
れ
た
言
葉
が
耳
に
焼

き
付
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。
天
命
と
は

い
え
、
余
り
に
早
す
ぎ
ま
し
た
。
遠

藤
憲
一
さ
ん
安
ら
か
に
。

追
悼

遠
藤
前
会

長
と
の
思
い
出

青
春
を
共
に
過
し
た
親
友
が
突

然
、
何
処
か
へ
行
っ
た
。
四
十
五
年

も
経
て
ば
、
こ
ん
な
別
れ
も
あ
る
の

か
と
、
あ
の
日
以
来
頭
か
ら
離
れ
な

い
。
何
事
に
も
全
力
で
立
ち
向
か
っ

た
人
生
だ
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
ま

だ
ま
だ
力
が
尽
き
た
訳
で
は
な
い
も

の
を
…
…
。
憲
ち
ゃ
ん
と
私
の
始
ま

り
は
、
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ー
ズ

の
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。Shall

I
catch

a
shooting

star?

と
い
う「
愛

の
賛
歌
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
好
き
な
ロ

マ
ン
チ
ス
ト
が
、
小
さ
な
夢
を
北
星

学
園
大
学
に
咲
か
せ
た
。
簡
単
な
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
頑
張

っ
て
い
く
中
で
、
仲
間
意
識
と
信
頼

が
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。
卒
業
後
も

今
ま
で
、
何
処
に
い
て
も
途
切
れ
る

こ
と
な
く
友
情
が
続
い
た
の
は
、
あ

の
頃
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
夢

中
に
な
れ
た
あ
の
頃
が
、
年
月
を
越

え
て
、
益
々
楽
し
い
思
い
出
と
し
て

残
り
ま
し
た
。
不
思
議
な
偶
然
で
、

同
じ
年
に
札
幌
に
戻
り
、
ま
た
後
輩

と
共
に
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ー
ズ

が
復
活
し
た
の
で
す
。
三
年
前
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
「
五
年
後
に
、
ま
た
会

い
ま
し
ょ
う
」
と
、
挨
拶
し
た
の
は

御
本
人
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
何

度
も
く
り
返
し
思
い
出
話
が
出
来
た

の
に
、
と
思
う
と
、
残
念
と
し
か
言

葉
が
あ
り
ま
せ
ん
。
十
年
前
に
、
我

家
の
新
築
祝
い
に
頂
い
た
「
ね
む
の

木
」
が
、
去
年
の
七
月
に
、
初
め
て

花
を
二
つ
咲
か
せ
ま
し
た
。
御
冥
福

を
、
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

新
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
で
の
思
い
出

遠
藤
さ
ん
か
ら
「
同
窓
会
に
協
力

し
て
ほ
し
い
」
と
声
が
掛
か
り
、
３０

年
振
り
の
再
会
と
な
り
ま
し
た
。

活
動
の
一
環
と
し
て
「
文
化
的
な

こ
と
で
同
窓
生
や
一
般
の
方
々
に
貢

献
で
き
な
い
か
」
と
い
う
遠
藤
さ
ん

の
発
案
の
も
と
、「
新
企
画
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

に
な
り
、
昨
年
退
く
ま
で
の
１０
年
余

活
動
に
携
わ
り
ま
し
た
。「
好
き
な
よ

う
に
運
営
し
て
よ
い
」
と
い
う
寛
大

な
言
葉
通
り
、
予
算
の
こ
と
等
を
心

配
す
る
こ
と
な
く
講
演
会
や
コ
ン
サ

ー
ト
等
の
企
画
を
立
案
し
、
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
は
じ

め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
陰
で
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
遠
藤
さ
ん
の
お
力
添
え
が
何
よ

り
も
大
き
か
っ
た
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
年
々
多
く
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
き
、
大
き
な
企
画
も
実
施
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
開
演
前
の

ご
挨
拶
で
は
、
い
つ
も
大
学
の
Ｐ
Ｒ

を
忘
れ
ず
に
、
大
学
に
対
す
る
強
い

思
い
を
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

「
基
盤
が
整
っ
た
し
、
今
度
は
観

客
と
し
て
参
加
し
よ
う
」
と
会
長
勇

退
を
宣
言
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
ゆ
っ
く

り
楽
し
も
う
と
い
う
矢
先
に
天
国
に

召
さ
れ
ま
し
た
。

後
輩
達
が
遠
藤
さ
ん
の
遺
志
を
受

け
継
ぎ
大
き
く
発
展
さ
せ
て
く
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

琴
棋
誌
酒
の
世
界
で

ゆ
っ
く
り
と

突
然
の
電
話
で
し
た
。
三
田
副
会

長
か
ら
で
、「
遠
藤
会
長
が
亡
く
な
っ

た
…
」。一
瞬
耳
を
疑
い
ま
し
た
が
、

奇
妙
な
こ
と
に
驚
き
よ
り
も
、
テ
ー

プ
が
回
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
、

実
に
無
機
質
な
感
覚
と
な
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

遠
藤
先
輩
と
は
、
同
窓
会
会
長
就

任
以
降
の
お
付
き
合
い
で
し
た
が
、

い
つ
ど
ん
な
形
で
お
会
い
し
、
ど
ん

な
話
を
し
た
の
か
も
記
憶
の
底
に
沈

ん
で
思
い
出
せ
ま
せ
ん
。
た
だ
言
え

る
の
は
、
ス
ー
ッ
と
私
の
心
の
中
に

入
っ
て
き
て
、
気
が
つ
く
と
帯
広
で

も
、
札
幌
で
も
い
つ
も
傍
に
い
て
く

れ
て
、
酒
を
飲
み
、
歌
を
唄
い
、
大

学
を
語
り
、
人
の
生
き
方
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
忙
し
い
身
な

の
に
こ
ん
な
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
？
出
会
い
か
ら
の

年
月
が
重
な
れ
ば
重
な
る
ほ
ど
、
遠

藤
先
輩
の
虜
に
な
っ
て
い
る
自
分
が

い
ま
し
た
。「
人
生
ま
だ
ま
だ
」「
こ
れ

か
ら
ひ
と
ふ
ん
ば
り
」「
も
っ
と
も
っ

と
が
ん
ば
っ
て
」
様
々
な
言
葉
が
今

も
頭
の
中
で
巡
り
ま
す
。
で
も
現
実

を
受
け
入
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
私
も
遠
藤
イ
ズ
ム
を
継
ぐ
一
人

と
し
て
頑
張
り
ま
す
。

多
彩
な
趣
味
人
で
あ
っ
た
遠
藤
先

輩
、
あ
の
世
と
や
ら
で
も
「
琴
棋
詩

酒
（
き
ん
き
し
し
ゅ
）」、ギ
タ
ー
を

爪
弾
き
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
卓
を
囲
み
、

美
し
い
詩
を
つ
く
り
、
お
い
し
い
酒

を
飲
ん
で
風
流
を
満
喫
し
て
下
さ

い
。
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

遠
藤
前
会
長
の
遺
志

を
継
い
で

遠
藤
前
会
長
が
ご
逝
去
さ
れ
た
日

の
お
昼
過
ぎ
に
、
大
学
時
代
の
先
輩

か
ら
前
会
長
が
ご
逝
去
さ
れ
た
と
の

電
話
を
頂
き
ま
し
た
が
、
俄
に
信
じ

が
た
い
こ
と
で
し
た
。

ご
逝
去
の
数
日
前
に
、
短
期
大
学

部
同
窓
会
と
の
統
合
が
実
現
し
た
の

を
機
に
、
会
長
を
退
任
し
た
い
と
の

意
向
を
短
期
大
学
部
同
窓
会
に
伝
え

て
了
承
を
得
た
と
の
電
話
を
頂
き
、

こ
れ
か
ら
は
大
学
に
と
っ
て
も
、
学

園
に
と
っ
て
も
、
同
窓
会
の
役
割
が

ま
す
ま
す
重
く
な
る
こ
と
を
語
り
合

っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

遠
藤
前
会
長
が
就
任
し
た
時
期
の

同
窓
会
と
大
学
の
関
係
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
互
い
に
期
待
す
る
こ
と
だ
け
が

大
き
く
、
互
い
の
溝
が
埋
ま
ら
な
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
遠
藤
前

会
長
は
就
任
早
々
に
「
同
窓
会
は
大

学
に
と
っ
て
の
最
大
の
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
る
べ
き
」
と
強
く
主
張
さ
れ
実

践
さ
れ
ま
し
た
。

遠
藤
前
会
長
の
功
績
は
数
多
く
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
同
窓
会
の
こ
と

も
、
大
学
の
こ
と
も
知
る
卒
業
生
と

し
て
は
、
前
会
長
が
築
か
れ
た
同
窓

会
と
大
学
の
絆
を
、
今
に
も
増
し
て

強
固
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
遺
志
を
継

ぐ
こ
と
で
あ
る
と
確
信
し
つ
つ
、
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

追追
悼悼
特特
別別
企企
画画

遠藤憲一さん（享年６６歳）略歴

１９６３年４月 北星学園大学文学部社会福祉

学科入学。在学中、軽音楽部

を創部。

１９６７年３月 同学科卒業

１９８７年１０月 同窓会幹事に就任

１９８９年１０月 同窓会長に就任

１９９０年４月 学校法人北星学園評議員に就任

２００８年４月 学校法人北星学園理事に就任

２２００００３３年年撮撮影影

２２００００８８年年撮撮影影

第 ５９ 号Ｈ Ｏ Ｋ Ｕ Ｓ Ｅ Ｉ（３） ２００９年３月１３日



新
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
年
か
ら
講
演
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
主
催
は
、
同
窓
会
か
ら
大
学
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

オペラコンサートの

申し込み方法について

受付け開始日は５月７日（木）で

す。「オペラコンサート参加希望」と

お書きになり、氏名、連絡先、電話番

号、参加希望人数を明記の上、ハガキ

又は電話・�、メールでお申し込み

下さい。その時点で受付となります。

申し込み・問い合わせ先

〒００４‐８６３１

札幌市厚別区大谷地西２丁目３‐１

北星学園大学同窓会事務局

同窓会プロジェクト係

�：０１１‐８９１‐２７３１ �：０１１‐８９２‐６０９７
e-mail:dousoukai@hokusei．ac．jp

お願い

友人・知人の方もぜひお誘いくだ

さい。なお、小さなお子さんの入場

はご遠慮下さい。

〈予 告〉

日本フィルコンサート

９月１３日（日）午後３時から

日本フィルハーモニー交響楽団員

による弦楽四重奏コンサートを開催

いたします。

詳細は次号「大谷地だより」にて

お知らせします。

【オペラ・OPERA・おぺら�北星�７】
～札幌オペラスタジオメンバーとバリトン歌手柴山昌宣氏 共に歌う～

日時：５月２３日（土）午後2時から

会場：本学チャペル
ＳＯＳからのメッセージ

札幌でオペラが静かなブームです。会場のお客様と一緒に歌う参加型で、有名なアリアをパロディ化した

オペラ井戸端会議ミニオペラを予定しています。楽しいあて振りを入れながらより分かりやすく解説してオ

ペラ名場面の数々をお届けします。ゲストには、音楽の友社出版「グランドオペラ」の世界の名歌手に選ば

れた柴山昌宣氏をお迎えしてアンサンブル、有名なアリアなどを歌っていただきます。笑いあり、涙ありの

オペラコンサートを御期待ください。 （札幌オペラスタジオ代表・井出祐子）

�ゲスト

柴山 昌宣（バリトン）

国立音楽大学大学院音楽研究科オペラ専攻修了。

１９９５年第６回五島記念文化賞オペラ新人賞受賞。

藤原歌劇団団員。

札幌オペラスタジオメンバー

柳生たみ・東條磨見子・三浦由美子・村山

元子・小平明子・小貫多喜子・佐々木有

希・福島由紀子・坪田由里子・佐藤栄里

子・松岡亜弥子・大内希

講
演
会
報
告

長
倉
洋
海
講
演
会

去
る
十
月
十
一
日
�
、
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
長
倉
洋
海
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
講
演

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

長
倉
さ
ん
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
エ
ル
サ

ル
バ
ト
ル
、
コ
ソ
ボ
な
ど
世
界
の
紛
争
地
や
ア

マ
ゾ
ン
な
ど
の
辺
境
の
地
で
暮
ら
す
人
々
を
三

十
年
も
の
間
、
取
材
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
厳

し
い
現
実
を
跳
ね
返
す
よ
う
な
人
の
た
く
ま
し

さ
や
そ
の
美
し
さ
に
触
れ
、
そ
れ
を
自
分
の
写

真
に
写
し
込
み
た
い
と
願
っ
て
行
動
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
今
ま
で
撮
っ
て
こ
ら
れ
た
中

か
ら
九
十
枚
ほ
ど
の
写
真
を
上
映
し
な
が
ら
、

行
動
の
原
点
と
な
る
よ
う
な
お
話
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

若
い
こ
ろ
は
自
分
と
世
界
を
つ
な
げ
る
何
か

が
見
つ
か
ら
ず
、
暗
闇
の
中
に
い
た
…
。
エ
ル

サ
ル
バ
ト
ル
の
戦
場
で
は
、
死
体
が
ひ
と
つ
の

構
図
に
見
え
て
き
た
り
も
し
た
そ
う
で
す
。
そ

ん
な
中
で
、
カ
ル
ロ
ス
君
と
い
う
ビ
リ
ヤ
ー
ド

で
暮
ら
す
少
年
や
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
す

ヘ
ス
ー
ス
と
い
う
少
女
と
出
会
い
、
目
の
前
の

一
つ
ひ
と
つ
の
こ
と
、
あ
る
い
は
世
界
の
一
断

面
を
撮
り
つ
づ
け
る
こ
と

で
世
界
を
把
握
し
、
自
分

も
変
わ
り
、
ゆ
っ
く
り
と

世
界
を
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
、
と
の
こ
と
で
し

た
。さ

ま
ざ
ま
な
人
間
と
出

会
う
こ
と
で
自
分
が
見
え

て
き
た
こ
と
、
生
活
を
共

に
す
る
中
で
「
同
じ
人
間

な
ん
だ
」
と
思
え
、
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
、
生
き
て
い
る
人
間
こ
そ
、
自
分
に
感
動
を

与
え
る
の
だ
、
と
気
づ
い
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
か
ら
は
抜
け
落
ち

た
情
報
に
こ
そ
共
感
で
き
る
も
の
が
あ
る
と
信

じ
、
写
真
を
撮
る
こ
と
で
、
世
界
と
つ
な
が
っ

て
き
た
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
出
会
っ
た
活
動
家
マ
ス

ー
ド
の
話
や
、
コ
ソ
ボ
で
出
会
っ
た
ザ
ビ
ド
一

家
の
話
な
ど
か
ら
は
、
と
て
も
悲
し
く
、
重
い

現
実
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。「
山
と
山
は
出
会
え

な
い
が
、
人
と
人
は
出
会
え
る
（
ト
ル
コ
の

諺
）。僕
た
ち
は
出
会
え
る
よ
ね
」
と
ト
ル
コ
の

少
年
ナ
ー
ジ
君
は
言
っ
た
、
と
長
倉
さ
ん
が
話

さ
れ
た
時
、
会
場
の
人
々
は
、
出
会
っ
て
、
違

い
を
乗
り
越
え
る
大
切
さ
を
胸
に
刻
ん
だ
こ
と

で
し
ょ
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
教
科
書
の
中
の
地
図
で

は
な
く
、
自
分
の
作
っ
た
地
図
を
求
め
る
、
と

い
う
言
葉
に
感
動
し
ま
し
た
」「
言
葉
は
通
じ
な

く
て
も
、
好
き
と
い
う
気
持
ち
は
通
じ
る
と
い

う
言
葉
が
一
番
心
に
残
り
ま
し
た
」
な
ど
た
く

さ
ん
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

同窓会プロジェクト

会員募集

「
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
眼
」

～
僕
の
出
会
っ
た
人
々
～

同窓会から広く会員を募集します。

活動内容：講演会、コンサート等の企画

立案・実施、「大谷地だより」“プロジェク

トからのお知らせ”紙面の作成

活動日：毎月第２水曜日（不定期に臨

時例会があります。）

興味、関心のある方はぜひ下記までご

連絡下さい。お待ちしています。

北星学園大学同窓会事務局

同窓会プロジェクト係

� ０１１‐８９１‐２７３１ � ０１１‐８９２‐６０９７

e-mail:dousoukai@hokusei．ac．jp

去
る
九
月
二
十
日
�
、
本
学
チ

ャ
ペ
ル
に
お
い
て
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
奏
者
渡
部
大
三
郎
さ
ん
と
音
楽

仲
間
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
音
楽
を
中

心
に
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ズ
」

の
世
界
に
チ
ャ
ペ
ル
が
包
ま
れ
ま

し
た
。
渡
部
さ
ん
が
楽
し
い
お
話

を
交
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲

を
説
明
し
て
下
さ
っ
た
の
が
と
て

も
好
評
で
し
た
。
第
一
部
は
、
ア

ラ
ム
・
ハ
チ
ャ
ト
リ
ア
ン
『
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ

ア
ノ
の
為
の
三
重
奏
』、第
二
部

は
、『
枯
葉
』『
聖
者
の
行
進
』
な

ど
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
の
数
々
で
し

た
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ベ
ー

ス
、
ピ
ア
ノ
の
素
晴
ら
し
い
音

色
と
ド
ラ
ム
の
力
強
さ
が
溶
け

合
っ
た
演
奏
は
、
私
た
ち
の
心

に
染
み
透
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
渡
部
大
三
郎
さ
ん
は
じ

め
、
皆
さ
ん
の
熱
の
こ
も
っ
た

演
奏
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し

た
」「
今
回
の
演
奏
会
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
」「
本

当
に
素
晴
ら
し
く
ブ
ラ
ボ
ー
で

し
た
」
な
ど
、
様
々
な
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

去
る
十
二
月
十
三
日
�
、
馬
頭

琴
奏
者
の
嵯
峨
治
彦
さ
ん
、
ギ
タ

リ
ス
ト
の
星
直
樹
さ
ん
、
か
た
り

の
た
な
か
た
か
こ
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
、「
地
平
線
の
音
楽
～
馬
頭
琴

と
喉
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

馬
頭
琴
は
た
っ
た
二
弦
の
、
三

味
線
に
似
た
楽
器
で
す
が
、
音
が

重
層
的
に
響
き
、
ま
る
で
い
く
つ

も
の
楽
器
が
奏
で
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
ま
た
、
喉
歌
（
ホ
ー

ミ
ー
）
の
体
験
を
通
し
て
、
人
体

の
神
秘
を
感
じ
ま
し
た
。

ギ
タ
ー
や
「
ス
フ
の
白
い
馬
」

の
語
り
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
目

を
つ
む
っ
て
聞
く
と
、
モ
ン
ゴ
ル

の
草
原
が
広
が
る
よ
う
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
欧
米
の
音
楽
に
は

触
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
ア
ジ
ア
の
音
楽
に
は
、
そ
れ

ほ
ど
接
す
る
機
会
は
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。「
馬
頭
琴
の
音

に
出
会
う
の
が
願
い
で
し
た
」「
西

洋
音
楽
と
は
違
っ
た
魅
力
、
素
晴

ら
し
か
っ
た
で
す
」
な
ど
、
来
場

し
て
下
さ
っ
た
多
く
の
方
が
、
モ

ン
ゴ
ル
の
楽
器
で
あ
る
馬
頭
琴
の

音
色
に
は
じ
め
て
触
れ
、
感
動
し

て
下
さ
っ
た
こ
と
に
も
、
そ
の
こ

と
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
報
告

「
渡
部
大
三
郎
と
音
楽
仲
間
」

「
地
平
線
の
音
楽
～

馬
頭
琴
と
喉
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
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文文
学学
部部

心心
理理
・・
応応
用用
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
学学
科科

棟棟
方方

雅雅
恵恵

経経
済済
学学
部部

経経
済済
法法
学学
科科

前前
畑畑

康康
生生

短短
期期
大大
学学
部部

英英
文文
学学
科科

森森
山山

果果
南南

学学
生生
支支
援援
課課

西西
澤澤

光光
則則

司司
書書
課課

武武
本本

昇昇
三三

就就
職職
支支
援援
課課

大大
塚塚

園園
子子

卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒

業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

にににににににににににににににににににににににににに

ああああああああああああああああああああああああああ

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ

てててててててててててててててててててててててててて

私
の
大
学
観

私
は
子

供
の
と
き

か
ら
、
こ

の
世
の
い

ろ
ん
な
事

柄
に
納
得
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ひ

と
は
ど
う
し
て
悪
い
と
わ
か
っ
て
い

る
こ
と
を
し
て
し
ま
う
の
か
不
思
議

で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は

単
純
な
人
間
で
す
の
で
、
物
事
を
考

え
る
際
に
「
良
い
こ
と
か
」「
悪
い
こ

と
か
」
で
考
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、

格
差
や
差
別
を
肯
定
す
る
理
屈
に
は

常
に
怒
り
を
感
じ
ま
す
。
怒
っ
て
い

る
だ
け
で
な
く
「
変
だ
、
悪
い
こ
と

だ
」
と
も
言
い
ま
す
。
で
も
何
が
、

ど
こ
が
オ
カ
シ
イ
の
か
が
わ
か
ら
な

い
の
で
、
怒
る
ば
か
り
で
す
。
怒
っ

て
い
る
だ
け
で
は
人
は
納
得
し
て
く

れ
ま
せ
ん
。「
い
つ
も
怒
っ
て
い
る
変

な
オ
バ
サ
ン
だ
」
で
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
人
生
が
「
変
な
オ
バ
サ
ン

だ
」
か
ら「
変
な
バ
ア
サ
ン
だ
っ
た

よ
」で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
は
あ
ま

り
に
無
念
。
そ
こ
で
私
は
大
学
で
、

物
の
言
い
方
を
身
に
つ
け
よ
う
と
考

え
ま
し
た
。
こ
れ
が
大
学
入
学
の
動

機
で
し
た
。

今
、
卒
業
を
前
に
し
て
わ
か
っ
た

の
は
、
大
学
と
は
、
本
の
選
び
方
、

読
み
方
、
表
現
の
仕
方
を
知
る
と
こ

ろ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
学
は
知

の
集
合
体
。
古
い
も
の
か
ら
最
新
ま

で
全
部
揃
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
量
に

呆
然
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
は

文
献
や
資
料
と
の
や
り
と
り
の
仕
方

を
身
に
つ
け
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
文

献
と
の
や
り
と
り
は
ケ
ン
カ
と
似
て

い
て
「
自
分
は
す
ご
い
ん
だ
ぜ
」「
感

心
し
な
さ
い
」
と
脅
し
て
き
ま
す
。

一
方
、
こ
ち
ら
は
「
こ
れ
の
弱
点
は

ど
こ
か
」
と
探
し
ま
す
。

こ
の
世
の
理
屈
は
融
通
無
碍
に
変

化
し
ま
す
。
そ
れ
に
惑
わ
さ
れ
な
い

た
め
に
は
、
事
象
の
原
理
原
則
を
知

り
自
分
の
価
値
観
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
が
一
番
で
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
私
に
と
っ
て
大
学
と
は
、
こ

の
世
と
の
ケ
ン
カ
の
仕
方
を
学
び
取

る
と
こ
ろ
だ
と
言
え
ま
す
。

報
恩
の
決
意

税
理
士

と
な
っ
て

社
会
貢
献

す
る
た
め

に
必
要
な
、

幅
広
い
知
識
や
技
能
、
人
間
性
を
涵

養
す
る
こ
と
を
志
し
、
北
星
学
園
大

学
の
門
を
叩
い
て
四
年
―
振
り
返
れ

ば
あ
の
頃
が
、
本
当
に
遠
い
昔
に
思

え
ま
す
。
北
星
で
の
四
年
間
は
、
そ

れ
だ
け
深
く
、
濃
い
も
の
だ
っ
た
の

で
す
。

一
年
生
の
頃
を
省
み
る
と
、
未
熟

だ
っ
た
自
分
（
今
で
も
そ
う
で
す

が
）
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
そ
ん
な

私
の
話
を
聞
い
て
、
諭
し
て
く
れ
た

友
人
や
先
輩
達
に
は
、
足
を
向
け
て

寝
ら
れ
ま
せ
ん
。
特
に
、
当
時
所
属

し
て
い
た
学
生
自
治
会
執
行
委
員
会

の
先
輩
に
は
、
人
生
を
教
わ
っ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
年
生
の
時
に
、
様
々
な
方
と
交

流
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
友
人
と

作
っ
た
サ
ー
ク
ル
『
簿
記
研
究
会
』

で
も
、
サ
ー
ク
ル
を
作
ら
な
け
れ
ば

得
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
多
く

の
学
友
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
自
分

の
世
界
を
拡
張
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
職
員
の
方
に
も
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

学
問
の
道
は
決
し
て
平
坦
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
先
生

方
の
ご
指
導
に
よ
っ
て
、
多
く
の
こ

と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
四
月
か
ら
は
大
学
院
Ｍ
Ｂ
Ａ

（
経
営
学
修
士
）
コ
ー
ス
に
進
学
致

し
ま
す
が
、
北
星
で
得
た
土
台
を
も

と
に
、
知
識
や
知
恵
を
構
築
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
北
星
で
は
、
本
当

に
多
く
の
人
た
ち
に
育
て
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
度
は
そ
の
恩
返
し
と

し
て
、
北
星
で
得
た
も
の
を
社
会
に

還
元
さ
せ
て
い
た
だ
く
べ
く
、
精
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。

生
き
る
と
は
可
能

性
に
む
か
っ
て
歩

く
こ
と

大
学
生

活
に
お
い

て
得
た
も

の
の
一
つ

は
学
問
の

面
白
さ
で
す
。
け
れ
ど
も
果
た
し
て

ど
の
分
野
で
も
面
白
く
勉
強
で
き
た

か
と
い
う
と
、
や
は
り
福
祉
と
い
う

分
野
が
自
分
自
身
の
興
味
や
関
心
に

合
っ
て
い
た
か
ら
飽
き
ず
に
勉
強
を

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
だ
と
振
り
返
り

ま
す
。
福
祉
臨
床
と
い
う
学
問
の
面

白
さ
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
と
こ

ろ
で
は
な
い
か
な
あ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
立
派
な
理
論
や
知
識
が
あ
っ
て

も
そ
れ
が
ス
マ
ー
ト
に
活
か
さ
れ
な

い
矛
盾
や
葛
藤
の
現
実
が
多
く
あ
る

か
ら
で
す
。

私
は
入
学
前
か
ら
福
祉
の
現
場
に

は
理
想
を
抱
い
て
お
ら
ず
、
大
変
冷

め
た
生
徒
で
し
た
。
大
学
で
学
ん
だ

福
祉
の
「
理
念
」
は
ま
っ
と
う
す
ぎ

て
唖
然
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
そ
れ
故
に
あ
る
種
の
感
動
も
あ
り

ま
し
た
。
ど
ん
な
に
理
想
と
乖
離
し

て
い
る
現
実
を
前
に
し
て
も
挫
け
ず

に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
情
熱
と
忍

耐
強
さ
へ
の
感
動
。
そ
こ
に
は
希
望

が
あ
り
ま
し
た
。
人
間
と
そ
の
未
来

を
信
じ
よ
う
と
す
る
力
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

信
じ
る
と
い
う
行
為
は
容
易
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
人
は
も
と

よ
り
、
自
分
す
ら
自
分
を
裏
切
る
よ

う
な
、
人
間
と
は
弱
い
生
き
物
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
弱
さ
さ
え
糧
に

し
て
成
長
で
き
る
の
が
人
間
の
底
知

れ
な
い
力
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

生
き
る
こ
と
に
は
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。

在
学
中
に
お
け
る
た
く
さ
ん
の
出
会

い
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
相
手
の

中
に
も
、
自
分
自
身
の
中
に
も
、
ど

ん
な
と
き
で
も
可
能
性
を
見
つ
け
て

働
き
か
け
て
ゆ
け
る
よ
う
な
支
援
者

を
目
指
し
て
、
卒
業
後
も
成
長
し
て

い
き
た
い
で
す
。

充
実
し
た
二
年
間私

は
留

学
を
希
望

し
、
北
星

学
園
大
学

短
期
大
学

部
英
文
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
北

星
短
大
で
過
ご
し
た
二
年
間
は
あ
っ

と
い
う
間
で
、
英
語
に
た
く
さ
ん
触

れ
た
い
と
い
う
私
の
願
い
を
叶
え
て

く
れ
る
も
の
で
し
た
。

短
大
に
は
多
く
の
外
国
人
の
先
生

や
チ
ュ
ー
タ
ー
が
い
ま
す
。
オ
ー
ラ

ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
少
人
数
ク

ラ
ス
な
の
で
英
語
を
話
す
機
会
が
多

く
あ
り
ま
す
。
昼
休
み
に
は
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
チ
が
あ
り
、
先
生
や

チ
ュ
ー
タ
ー
と
話
し
な
が
ら
昼
食
を

と
る
の
で
よ
り
一
層
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

英
語
に
よ
る
一
般
科
目
の
授
業
で

は
英
語
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の

先
生
方
に
よ
っ
て
講
義
が
進
め
ら
れ

た
た

め
、T

O
E

FL

やT
O

E
IC

の

リ

ス
ニ
ン
グ
対
策
が
で
き
ま
し
た
。
他

に
も
、
英
語
の
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
添

削
を
し
て
く
れ
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ラ

ボ
が
あ
り
ま
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先

生
が
添
削
し
て
く
れ
る
の
で
、
よ
り

自
然
な
英
語
表
現
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
文
章
を
書
く
コ
ツ
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

一
年
生
の
後
期
に
四
ヶ
月
間
カ
ナ

ダ
に
留
学
し
ま
し
た
。
前
期
に
英
語

の
基
礎
と
な
る
授
業
を
取
っ
て
い
た

の
で
、
留
学
先
で
そ
れ
を
生
か
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
英
語
を
話
す
こ

と
に
慣
れ
て
い
た
の
で
、
留
学
先
で

抵
抗
な
く
会
話
が
で
き
、
充
実
し
た

留
学
生
活
を
送
れ
ま
し
た
。
私
は

「
留
学
」
と
い
う
目
標
を
達
成
し
た

だ
け
で
な
く
、
精
神
的
に
も
自
分
を

成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
英
語
を
通
し
て
人
と
の
出
会
い

を
大
切
に
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一

つ
一
つ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
自

分
を
よ
り
一
層
成
長
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。

同
窓
生
に
感
謝
し
て四

十
年

前
学
生
課

（
現
学
生

支
援
課
）

に
採
用
さ

れ
た
こ
ろ
、
芋
畑
と
思
し
き
畝
が
ま

だ
残
る
と
こ
ろ
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四

階
建
て
教
室
と
ひ
と
き
わ
目
立
つ
チ

ャ
ペ
ル
の
塔
に
連
な
る
平
屋
建
て
プ

レ
ハ
ブ
校
舎
（
後
に
卒
業
生
が
工
事

現
場
か
飯
場
小
屋
と
思
っ
た
と
語
っ

た
）。プ
レ
ハ
ブ
教
室
は
、
雨
が
降
る

と
雨
音
で
授
業
中
断
・
夏
は
太
陽
熱

で
蒸
風
呂
、
冬
は
吹
雪
く
と
隙
間
か

ら
雪
が
入
っ
て
く
る
教
室
と
食
堂
が

繋
が
っ
て
い
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

建
物
以
外
は
、
石
炭
ス
ト
ー
ブ
で
暖

を
と
っ
て
い
た
。

四
十
年
を
経
て
少
し
ず
つ
増
改
築

や
建
替
え
を
繰
り
返
し
、
今
で
は

冷
・
暖
房
の
校
舎
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
、
Ｐ
Ｃ
教
室
、
夜
間
開
館
の
図

書
館
、
大
学
会
館
、
サ
ー
ク
ル
棟
、

新
合
宿
集
会
所
「
キ
ラ
リ
」（
暁
風
寮

か
ら
合
宿
所
に
な
っ
た
施
設
）
や
ロ

ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
敷
設
、
地
下
鉄

駅
も
徒
歩
七
～
八
分
の
場
所
と
な

り
、
施
設
・
設
備
・
通
学
等
勉
学
環

境
が
飛
躍
的
に
整
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
厳
し
い
学
生
生
活
環

境
に
あ
っ
て
、
学
び
そ
し
て
社
会
で

誠
実
に
活
躍
す
る
大
勢
の
同
窓
生
が

い
て
、
大
学
が
社
会
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
た
こ
と
が
今
日
ま
で
大
学
を
大

き
く
成
長
さ
せ
て
き
た
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

多
く
の
同
窓
生
の
お
働
き
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
仕
事
を
と
お
し
て
交

わ
り
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
宝
で
す
。喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。

人
事
異
動
で
一
時
期
大
学
を
離
れ

た
期
間
を
除
け
ば
、
三
十
余
年
の

間
、
学
生
課
、
学
部
事
務
室

情

報
・
国
際
・
言
語
セ
ン
タ
ー
、
等
々

様
々
な
仕
事
を
介
し
て
同
窓
生
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
学
園
生
活
（
大
学

生
活
）
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
卒
業
生
さ
れ
る
同
窓
生
も

そ
う
で
あ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
社

会
に
あ
っ
て
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を

念
じ
退
職
に
あ
た
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

学
生
へ
の
眼
差
し大

学
に

お
け
る
学

生
と
教
員

の

関

係

は
、
臍
が

す
ん
な
り
合
わ
さ
っ
た
一
対
の
組
柱

の
よ
う
に
見
え
る
。
嵌
合
が
ぴ
た
り

と
合
え
ば
、
互
い
の
人
生
を
も
決
定

す
る
強
い
絆
だ
。
他
方
、
職
員
と
は

ど
う
い
う
存
在
で
あ
ろ
う
か
？
学
生

が
職
員
を
、
職
員
が
学
生
を
ぼ
ん
や

り
と
眺
め
合
っ
て
い
た
時
間
を
、
私

は
今
、
名
残
惜
し
く
感

じ
て
い
る
。

東
大
や
日
大
の
紛
争

が
人
々
の
記
憶
か
ら
遠

ざ
か
ろ
う
と
し
て
い
た

三
十
七
年
前
、
私
の
通

う
二
百
名
足
ら
ず
の
図

書
館
学
校
に
も
季
節
は

ず
れ
の
騒
乱
は
起
こ
っ

た
。
既
に
十
分
な
教
訓

を
積
ん
で
い
た
行
政
職

員
の
対
応
は
早
か
っ

た
。
三
人
寄
れ
ば
無
届

集
会
と
見
做
さ
れ
た
。

出
入
り
に
学
生
証
の
提

、出
が
義
務
付
け
ら
れ
、

提
出
し
な
い
者
は
入
構

を
拒
否
さ
れ
た
。
ひ
と

り
ず
つ
通
す
た
め
、
わ

ざ
と
幅
を
狭
め
た
２
�

を
越
す
高
板
塀
の
く
ね

く
ね
と
し
た
通
路
が
、

学
生
た
ち
の
、
朝
な
夕

な
の
新
た
な
校
門
と
な
っ
た
。
真
理

や
自
由
に
と
り
わ
け
近
い
と
こ
ろ
に

あ
る
べ
き
図
書
館
学
校
は
、
暴
力
や

権
力
と
訳
さ
れ
る
ゲ
ヴ
ァ
ル
ト
の
行

使
に
見
舞
わ
れ
、
学
生
は
屈
辱
の
う

ち
に
敗
北
し
た
。

、

教
官
で
あ
る
教
員
よ
り
職
員
に
、

一
介
の
勤
労
者
で
あ
る
が
故
に
勝
手

な
共
感
を
寄
せ
て
い
た
、
浪
花
節
の

よ
う
な
私
の
純
情
は
、
文
部
事
務
官

と
い
う
官
吏
の
前
で
も
ろ
く
も
吹
き

飛
ん
だ
。
い
や
、
壊
れ
た
信
頼
関
係

に
苦
し
ん
で
い
た
の
は
学
生
だ
け
で

は
な
い
。
遠
く
か
ら
我
々
に
注
ぐ
、

司
書
職
員
の
憂
い
を
含
ん
だ
眼
差
し

が
、
い
つ
も
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

そ
ん
な
苦
々
し
い
学
園
体
験
を
も

つ
私
が
、
こ
こ
で
大
学
職
員
と
な
っ

た
。
紛
争
鎮
圧
の
辣
腕
が
買
わ
れ
、

後
に
Ｈ
大
の
事
務
方
の
ト
ッ
プ
に
栄

転
し
た
当
時
の
事
務
長
が
、
卒
業
試

験
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
ひ
と
り
同
盟

留
年
し
て
学
校
に
反
抗
し
て
い
た
私

に
、
真
っ
先
に
、
こ
の
大
学
か
ら
の

採
用
募
集
の
知
ら
せ
を
く
れ
た
と
い

う
、
歴
史
の
逆
説
も
働
い
た
。
が
、

追
わ
れ
る
よ
う
に
学
校
を
出
た
私
の

心
は
、
た
っ
ぷ
り
と
液
に
浸
さ
れ

ず
、
未
だ
吸
う
隙
間
を
硬
く
残
し
た

ま
ま
の
海
綿
の
よ
う
に
、
満
た
さ
れ

て
は
い
な
か
っ
た
。
ど
こ
か
に
真
正

の
大
学
臭
さ
を
求
め
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

「
学
生
に
は
私
の
よ
う
な
体
験
を

味
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
」、無
為
の
私

が
職
員
と
し
て
こ
こ

ま
で
勤
め
て
来
ら
れ

た
裏
に
は
そ
ん
な
一

念
が
あ
っ
た
。幸
い
、

こ
の
大
学
で
学
生
は

「
自
由
」
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
そ
う
で

あ
り
続
け
る
こ
と

を
、
心
か
ら
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

拙
稿
が「
尋
ね
人
」

に
作
用
す
れ
ば
、か

つ
て
の
知
己
あ
る
麗

人
と
再
会
す
る
機
会

で
も
得
ら
れ
よ
う
か

と
、
よ
こ
し
ま
な
考

え
が
ち
ら
り
と
よ
ぎ

ら
な
い
訳
で
も
な
い

が
、
紙
面
を
見
た
卒

業
生
た
ち
か
ら
懐
か

し
い
声
が
か
か
っ
て

来
た
と
し
た
ら
嬉
し

い
。

出

発

付
属
高

校
か
ら
異

動
し
、
就

職
支
援
課

で
十
一
年

間
働
い
て
き
ま
し
た
。

配
属
に
な
っ
た
一
九
九
七
年
は
、

バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
、
拓
銀
の
破

綻
、
、
就
職
協
定
廃
止
な
ど
、
学
生

た
ち
の
就
職
活
動
が
大
き
く
変
化
し

て
い
く
時
で
し
た
。

「
自
分
の
意
見
を
押
し
付
け
な
い

で
、
学
生
の
話
を
聞
い
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
先
輩
課
員
た
ち
の

言
葉
を
背
中
に
受
け
、
学
生
に
向
か

う
日
々
で
し
た
。
そ
の
学
生
た
ち
の

「
夢
」の
実
現
へ
の
直
向
さ
が
私
の
元

気
に
働
く
源
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

沢
山
の
学
生
と
出
会
い
ま
し
た
。

中
で
も
身
体
に
ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
あ

る
学
生
と
の
就
職
活
動
は
「
人
の
強

さ
」
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。「
大
き
な

社
会
で
自
分
を
試
し
た
い
」
と
い
う

彼
は
、
な
ん
ど
も
首
都
圏
へ
出
向
き

ま
し
た
。「
も
う
こ
の
辺
で
…
」
と
何

度
も
口
か
ら
出
そ
う
に
な
る
私
に
、

彼
は
目
標
を
下
げ
る
こ
と
な
く
、
夢

を
掴
み
今
東
京
で
働
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
客
室
乗
務
員
に
な
り
た
く

て
北
星
を
選
ん
だ
！
」
と
い
う
学
生

は
、
フ
ラ
イ
ト
明
け
帰
省
の
た
び
に

笑
顔
で
課
内
に
飛
び
込
ん
で
き
て
仕

事
の
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
溌
剌
と

し
た
そ
の
姿
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貰
い

ま
し
た
。
ど
の
場
面
を
と
っ
て
も
学

生
に
支
え
ら
れ
て
き
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

今
ま
た
社
会
は
混
沌
と
し
た
時
代

に
入
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
周
り

を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
顔
を
上
げ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
活
躍
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
私
も
最
終
ス

テ
ー
ジ
へ
向
か
っ
て
の
出
発
で
す
。

大
好
き
な
詩
を
お
借
り
し
、
お
世

話
に
な
っ
た
学
生
・
保
護
者
の
方
々

へ
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

退退退退退退退退退退退退退退退退退退職職職職職職職職職職職職職職職職職職さささささささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれれれるるるるるるるるるるるるるるるるるる職職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員員員かかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららら

こ
の
朝

旅
に
で
よ
う

は
る
か
な
旅
に
。

カ
メ
ラ
や
撮
影
機
な
ど
を
持
た
ず

列
車
や
飛
行
機
の
分
き
ざ
み
の

時
刻
表
を
調
べ
る

わ
ず
ら
わ
し
さ
も
な
い
。

毎
朝

急
い
で
す
る
身
支
度
の
ま
ま
で

こ
の
街
の
い
つ
も
の
コ
ー
ス
を

往
き
帰
れ
ば
よ
い
。

だ
が

し
か
し

い
つ
も
見
る
風
景
の
た
た
づ
ま
い

い
つ
も
出
会
う
人
び
と
の
表
情
を

い
つ
も
の
よ
う
に
見
や
っ
て
過
ぎ
る
な
。

そ
の
よ
う
に
し
て

は
じ
め
る
の
だ
。

新
し
い

旅
を
。

社社
会会
福福
祉祉
学学
部部

福福
祉祉
臨臨
床床
学学
科科

杉杉
本本

直直
子子
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世
界
大
会
結
果
報
告

み
な
さ
ん
、
セ
パ
タ
ク
ロ
ー
と
い

う
ス
ポ
ー
ツ
は
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？セ

パ
タ
ク
ロ
ー
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

コ
ー
ト
の
中
で
三
人
対
三
人
で
行

う
、
主
に
足
を
使
う
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

昨
年
八
月
末
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク

で
開
催
さ
れ
た
、
第
二
十
三
回
キ
ン

グ
ス
カ
ッ
プ

セ
パ
タ
ク
ロ
ー
世
界

選
手
権
大
会
に
、
日
本
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
参
加
し
、
チ
ー
ム
戦

D
iv.1

優
勝
と
い
う
結
果
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に

は
タ
イ
、マ
レ
ー
シ
ア
、な
ど
の
ア
ジ

ア
諸
国
を
は
じ
め
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
、
ド
イ
ツ
な
ど
世
界
十
八
カ
国
が

参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
上
か
ら

Prem
ierD

ivision.D
ivision1.D

ivisi

on2

で
構
成
さ
れ
る
組
み
分
け
が
あ

り
、
日
本
は
真
ん
中
の
ラ
ン
ク
の

D
ivision １

に
出
場
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
目
標
は
も
ち
ろ

ん
優
勝

・
来
年
、
も
う
一
つ
上
の
世
界
一
の

リ
ー
グ
で
戦
う
た
め
に
、
優
勝
し

か
な
か
っ
た
こ
と

・
い
つ
も
自
分
達
を
応
援
、
支
援
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
全
て
の
人
に

結
果
を
持
っ
て
ご
報
告
を
し
た
い

と
い
う
気
持
ち

・
今
、
自
分
達
日
本
代
表
が
結
果
を

残
し
続
け
る
こ
と
が
、
今
後
の
選

手
の
さ
ら
な
る
環
境
改
善
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
持
ち

こ
の
三
つ
を
強
く
胸
に
秘
め
、
自

分
達
は
合
宿
を
乗
り
越
え
、
大
会
へ

臨
み
ま
し
た
。

チ
ー
ム
戦
と
は
一
レ
グ
（
三
人
一

チ
ー
ム
）
×
三
試
合
＋
サ
ブ
メ
ン
バ

ー
三
人
を
加
え
た
十
二
人
か
ら
構
成

さ
れ
、
チ
ー
ム
全
員
で
戦
う
国
別
対

抗
戦
で
す
。
ラ
オ
ス
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
と
の
予
選
を

全
勝
で
終
え
、
チ
ー
ム
の
結
束
力
が

一
段
と
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
が
と
て

も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
決
勝

は
リ
ー
グ
一
位
の
日
本
、
同
じ
く
二

位
の
ラ
オ
ス
と
で
し
た
。

選
手
一
人
一
人
が
全
力
で
プ
レ
ー

し
、
そ
し
て
気
持
ち
一
つ
に
応

援
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
団
結

力
、
信
頼
、
そ
し
て
勝
利
に
対

す
る
強
い
思
い
と

応
援
し
て
頂
い
た

た
く
さ
ん
の
方
々

か
ら
の
気
持
ち
が

形
と
な
っ
て
手
元

に
届
い
た
瞬
間
で

す
。こ

の
優
勝
と
い

う
結
果
は
日
本
チ

ー
ム
だ
け
で
得
た

も
の
で
は
な
く
、

日
頃
か
ら
本
当
に

た
く
さ
ん
の
方
か

ら
応
援
、
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

の
結
果
で
あ
る
と
強
く
思
い
、
と
て

も
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
達
が
信
じ
て
や

っ
て
い
る
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
少
し
ず

つ
世
に
広
げ
、
い
つ
か
日
本
が
世
界

一
に
な
っ
た
と
き
に
た
く
さ
ん
の

方
々
に
注
目
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

ま
た
そ
の
時
に
コ
ー
ト
の
中
央
に
立

っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
世

界
で
勝
つ
こ
と
を
目
標
に
練
習
し
、

さ
ら
に
普
及
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。

「
夢
を
現
実
に
」
セ
パ
タ
ク
ロ
ー

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
に
こ
れ
か
ら
も
ご

注
目
く
だ
さ
い
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

金
メ
ダ
ル
獲
得

セ
パ
タ
ク
ロ
ー
世
界
選
手
権
で
優
勝

一
般
の
部

最
高
賞
受
賞

「
弁
論
部
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

こ
れ
が
私
が
弁
論
の
世
界
に
足
を
踏

み
入
れ
た
き
っ
か
け
で
す
。
高
校
入

学
と
ほ
ぼ
同
時
に
始
め
た
弁
論
。
七

分
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
自
身
の
経
験
な
ど
を
も
と

に
意
見
を
ま
と
め
、
そ
れ
を
表

現
す
る
面
白
さ
に
魅
了
さ
れ
た

私
は
高
校
時
代
の
ほ
と
ん
ど
を

弁
論
に
費
や
し
ま
し
た
。
し
か

し
当
時
の
私
に
と
っ
て
の
弁
論

は
単
な
る
好
き
な
こ
と
の
一

つ
。
そ
の
考
え
が
大
き
く
変
わ

る
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
高
校

三
年
生
の
最
後
の
全
国
大
会
の

と
き
で
す
。
そ
の
と
き
の
大
会

成
績
は
第
二
位
の
優
秀
賞
。
今

ま
で
で
一
番
良
い
賞
を
受
賞
し

た
の
で
す
が
、
私
の
心
は
複
雑
で
し

た
。
な
ぜ
な
ら
緊
張
の
あ
ま
り
動
揺

し
、
自
分
の
力
を
充
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

あ
の
と
き
、
も
っ
と
表
現
に
集
中
し

て
い
れ
ば
…
。
生
ま
れ
て
初
め
て

『
後
悔
』
と
い
う
苦
い
気
持
ち
を
知

っ
た
瞬
間
で
し
た
。
高
校
卒
業
を
機

に
弁
論
か
ら
離
れ
よ
う
と
思
い
ま
し

た
が
、「
先
生
は
お
前
に
最
優
秀
賞
を

と
っ
て
貰
い
た
い
。」と
い
う
恩
師
の

言
葉
に
後
押
し
さ
れ
て
再
挑
戦
を
決

意
。
大
学
に
は
弁
論
部
が
な
か
っ
た

た
め
、
母
校
の
弁
論
部
の
先
生
に
原

稿
の
添
削
と
練
習
場
所
の
提
供
を
お

願
い
し
、
全
国
大
会
の
出
場
費
と
旅

費
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
稼
ぐ
こ
と
に
し

ま
し
た
。
部
活
動
と
い
う
決
め
ら
れ

た
時
間
が
な
い
中
で
の
原
稿
作
成
に

苦
労
し
た
り
、
初
め
て
の
ア
ル
バ
イ

ト
で
戸
惑
う
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
し

た
が
そ
の
中
か
ら
時
間
を
上
手
に
使

う
こ
と
の
大
切
さ
や
お
金
を
稼
ぐ
こ

と
の
難
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
同
時
に
私
の
周
り
に

は
い
つ
も
私
を
支
え
て
く
れ
る
心
優

し
い
人
た
ち
が
沢
山
い
る
こ
と
に
も

改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
私
が
今
回
弁
論
の
テ
ー
マ
に
選
ん

だ
の
は
「
相
手
の
話
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
の
大
切
さ
」。昨
年
始
め
て
北
海

道
で
開
か
れ
た
幼
稚
園
児
に
よ
る
弁

論
大
会
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
幼
い
頃
の

家
族
と
の
思
い
出
を
も
と
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
訴

え
、
こ
の
度
の
全
国
青
年
弁
論
大
会

で
最
高
賞
に
あ
た
る
文
部
科
学
大
臣

杯
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
改
め
て
振
り
返
っ
て
み
る
と

弁
論
は
私
に
成
長
す
る
き
っ
か
け

と
、
か
け
が
え
の
な
い
人
と
の
出
会

い
を
与
え
続
け
て
く
れ
て
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
家
族
や
友

人
、
先
生
や
後
輩
た
ち
の
心
強
い
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
こ
こ
ま
で
頑

張
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
大
学
生
活
。
こ
れ

か
ら
は
弁
論
で
得
た
経
験
と
周
囲
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
も
っ
と

色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
視
野
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
か
ら
初
�

第
五
十
三
回
文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
青
年
弁
論
大
会

経
済
学
部
経
済
法
学
科
四
年

萩
原

雄
太

社
会
福
祉
学
部
福
祉
心
理
学
科
一
年

戸
田

智
美

報
告
の
あ
っ
た
サ
ー
ク
ル
の
み
を

紹
介
し
て
い
ま
す
（
新
人
戦
を
除

く
）。全

国
大
会
、
全
道
大
会
（
ま
た
は

そ
れ
に
準
ず
る
大
会
）
の
順
位
の
み

を
掲
載（
個
人
戦
は
ベ
ス
ト
４
ま
で
）

し
て
い
ま
す
。

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
２５
回
北
海
道
大
学
男
・
女
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
道
央
地
区
大
会

女
子
２
部

４
位

男
子
１
部

３
位

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

◆
平
成
２０
年
度
第
４０
回
北
海
道
学
生

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
秋
季
リ
ー
グ
戦
大
会

男
子
２
部

５
位

女
子
１
部

優
勝

【
弓
道
部
】

◆
第
５４
回
全
道
学
生
弓
道
女
子
争
覇
戦

１
部
リ
ー
グ

３
位

◆
第
５４
回
全
道
学
生
弓
道
男
子
争
覇
戦

�
部
リ
ー
グ

優
勝

�
部
昇
格

【
羽
球
部
】

◆
２
０
０
８
年
度
北
海
道
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
秋
季
リ
ー
グ
戦
大
会

男
子
３
部
リ
ー
グ
Ａ

３
位

女
子
２
部
リ
ー
グ

優
勝

◆
第
５５
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
会
長
杯
争
奪
選
手
権
大
会

女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

ベ
ス
ト
４

金
澤

芳
美

岩
田

百
世

男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

ベ
ス
ト
４

千
葉

俊
介

藤
井

俊
哉

【
チ
ア
ダ
ン
ス
部
】

◆
第
８
回
全
日
本
学
生
チ
ア
ダ
ン
ス

選
手
権
大
会
北
海
道
予
選

決
勝
進
出
権
獲
得

【
武
田
流
中
村
派
合
気
道
部
】

◆
第
３３
回
学
生
合
気
道
選
手
権
大
会

団
体
戦

３
位

◆
第
５
回
北
海
道
学
生
選
抜
合
気
道

大
会

兼

選
抜
部

女
子
綜
合
乱
取
試
合

３
位

鳥
本
佳
央
里

【
硬
式
庭
球
部
】

◆
平
成
２０
年
度
北
海
道
学
生
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会

女
子
ダ
ブ
ル
ス

３
位

小
林

祐
佳

安
川

千
尋

◆
平
成
２０
年
度
全
日
本
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
北
海
道
予
選

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

準
優
勝

中
川

香
苗

【
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
３４
回
学
生
選
手
権
（
秋
季
リ
ー

グ
戦
）
１
部
リ
ー
グ

６
位

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

◆
２
０
０
８
北
海
道
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ス
［
�
］
リ
ー
グ

1stR
ound

G
roup

B

３
位

２
stR

ound
D

ivision ３

３
位

◆
２
０
０
８
年
度
北
海
道
学
生
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ

２
部
リ
ー
グ

３
位

【
ラ
グ
ビ
ー
部
】

◆
平
成
２０
年
度
北
海
道
地
区
大
学
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

１
部

５
位

【
競
技
ダ
ン
ス
部
】

◆
第
４１
回
全
北
海
道
学
生
競
技
ダ
ン

ス
選
手
権
大
会

ク
イ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ

２
位

ワ
ル
ツ

２
位

佐
藤

亮
平

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆
男
子
第
６０
回
女
子
第
５３
回
北
海
道

学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

男
子
２
部

６
位
・
女
子
２
部

優
勝

【
少
林
寺
拳
法
部
】

◆
第
１９
回
少
林
寺
拳
法
大
会

自
由
組
演
武

高
校
・
大
学
有
段
の
部

最
優
秀
賞
（
１
位
）

守
谷

侑
子

藤
井

勇
矢

規
定
単
独
演
武

一
般
段
外
の
部

最
優
秀
賞
（
１
位
）
板
橋

諒

【
陸
上
競
技
部
】

◆
第
３
回
ス
プ
リ
ン
ト
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

混
成
ス
プ
リ
ン
ト
（
１
０
０
�
、

２
０
０
�
、４
０
０
�
）

２
位

小
林

靖
幸

◆
第
５５
回
（
平
成
２０
年
度
）
北
海
道

地
区
大
学
体
育
大
会

男
子

２
０
０
�

２
位

小
林

靖
幸

４
０
０
�

２
位

熊
谷

健
吾

５
０
０
０
�
２
位

橋
本

拓
哉

男
子
４
×
１
０
０
�
Ｒ

２
位

小
田
切
智
久

國
崎

槙
史

前
田

北
斗

小
林

靖
幸

男
子
４
×
４
０
０
�
Ｒ

２
位

小
田
切
智
久

小
林

靖
幸

渡
部

優

熊
谷

健
吾

男
子
走
幅
跳

２
位

橋
本

崇
司

女
子
８
０
０
�

２
位

藤
井

千
沙

◆
第
３７
回
北
海
道
学
生
陸
上
競
技
選

手
権
大
会

女
子
５
０
０
０
�

２
位

竹
内
は
る
か

円
盤
投

１
位

千
葉

朕
子

◆
第
６
回
全
日
本
大
学
女
子
選
抜
駅

伝
競
走

北
海
道
学
連
選
抜
選
出竹

内
は
る
か

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

●
申
込
は
窓
口
か
郵
送
の
み
、
本
人

の
身
分
証
明
書
が
必
要

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
た
め
、
卒

業
生
の
証
明
書
申
込
方
法
を
三
月
か

ら
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
申
込
は
窓
口
ま
た
は
郵
送
の
み

（
電
話
申
込
は
廃
止
）

�
身
分
証
明
書
の
確
認
が
必
要

（
郵
便
申
込
時
は
写
し
の
同
封
が
必

要
）

�
代
理
人
申
込
が
可
能（
家
族
含
む
）

（
指
定
の
委
任
状
が
必
要
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
学
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。ご

不
明
な
点
は
、
電
話
で
学
生
支

援
課
宛
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
住
所
変
更
等
の
際
に
は
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
住
所
変

更
等
の
送
信
専
用
フ
ォ
ー
ム
を
作
成

し
ま
し
た
。
ご
本
人
は
勿
論
、
保
証

人
の
方
の
住
所
変
更
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
大
学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.hokusei.ac.jp/

）

�
『
卒
業
生
の
方
へ
』
�
『
大
学
貸

与
奨
学
金
を
返
還
中
の
方
へ
』
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

証
明
書
申
込
方
法
が

変
更
に
な
り
ま
す

大
学
貸
与
奨
学
金
を

返
還
中
の
方
へ

編

集

後

記

同
窓
生
の
仲
間
入
り
を
し
た
新
入

会
員
の
皆
様
、
卒
業
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
同
窓
会
と
北
星
学
園
大

学
・
短
期
大
学
部
は
皆
さ
ん
の
青
春

の
延
長
線
上
で
、
こ
れ
か
ら
も
深
く

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
さ
き
年
に
二
回
お
届
け
す

る
、
こ
の
「
大
谷
地
だ
よ
り
」
は
き

っ
と
皆
さ
ん
の
大
学
時
代
の
淡
い
思

い
出
を
懐
古
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
ご
期
待
の
う
え
、
是
非
ご

覧
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

尚
、
四
月
か
ら
転
居
等
で
現
住
所

が
変
わ
ら
れ
る
方
は
お
電
話
・
メ
ー

ル
等
で
同
窓
会
事
務
局
へ
ご
一
報
く

だ
さ
い
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

dousoukai@
hokusei.ac.jp

（
事
務
局

樋
口
）
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